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科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

 情報通信Ⅱ 選 松房 次郎 
 4年生 

電気情報工学科 
1 

半期 

週2時間 

授業概要 

 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの普及は、携帯電話の普及やﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱと融合しながら、ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸと呼ばれる時代に向け、

急速に普及している。本講義では、ﾃﾞｰﾀ通信ﾈｯﾄﾜｰｸを大局的に捉えた学習を目標にすると共に、最新

技術の情報を講義に取り入れていく。 

到達目標 
･情報通信に関する基本的な専門用語やその意味を理解し、説明できる。 

･電気通信主任技術者や2級陸上無線技術士のﾃﾞｰﾀ通信に関連する問題を60%以上解くことができる。  

評価方法 定期試験(2回)を60%、章毎の課題を40%で評価する。 

教科書等 
教科書 よくわかる通信工学 植松友彦著 ｵｰﾑ社 

参考書 基礎からの通信ﾈｯﾄﾜｰｸ 井上伸雄著 ｵﾌﾟﾄﾛﾆｸｽ社 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

通信の基礎知識 ： 通信ｼｽﾃﾑの構成 

通信回線 ： 通信媒体、回線交換とﾊﾟｹｯﾄ交換 

変調･復調方式 ： 振幅変調、周波数変調、位相変調 

変調･復調方式 ： ﾊﾟﾙｽ変調、直交振幅変調 

多重化方式 ： FDM、TDM、WDM 

多重化方式 ： ﾊﾟｹｯﾄ多重 

多様化のｱｸｾｽ回線 ： ISDN、CATV、ADSL、FTT 

多様化のｱｸｾｽ回線 ： 無線LAN、2.4G帯、赤外線使用 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

移動体通信 ： 自動車電話からIMT-2000まで 

移動体通信 ： 小ｿﾞｰﾝ構成、多元接続の原理 

携帯電話 ： PDC方式の携帯情報端末について 

携帯電話 ： CDMAの原理、WCDMA、cdma2000 

システムの信頼性 

ネットワークセキュリティ 

総括 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d-1 d-2 e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

  ○ ◎      



情報通信Ⅱ    第4学年 

 

第1週 ： 通信の基礎知識 

 現在、通信ネットワークは多様化が進み、日進月歩の勢いで新しいシステムが登場している。インターネットは

家庭電化の一つにもなりかねない勢いで普及し、CATV、LAN、携帯電話、衛星通信など多種多様なシステムが身近

なものとして使われている。これらのネットワークや通信システムについて、その概要を解説する。 

 

第3～4週 ： 変調･復調方式 

 アナログ信号における振幅変復調、周波数変復調、位相変復調について、その原理と理論的な解析を交えて学習

する。また、現在の通信ネットワークはデジタル信号の伝送方式によるものであることを解説し、デジタル信号を

変調して、一定の帯域内で伝送する帯域伝送方式、振幅変調と位相変調を組み合わせた直交振幅変調(QAM)方式を

学習する。 

 

第5～6週 ： 多重化方式 

 ネットワークの基幹伝送路には多重伝送が使われる。電気信号の多重化方式には周波数分割多重化(FDM)、時分割

多重化(TDM)があり、また、光ファイバによる場合、光信号の波長多重化(WDM)がある。これらの多重化方式につい

ての基本的原理および使用されるシステムについて学習する。また、光ファイバ伝送路では何万チャンネルもの多

重伝送が使われていることを理解させ、デジタル信号を多重化するステップについて、デジタル･ハイアラーキと

して国際的に標準化されていることを学習する。 

 

第7～8週 ： 多様化のアクセス回線 

 多様化が進むアクセス回線は、ユーザー端末からネットワークのノードまでの間の回線をいい、以前はほとんど

が電話加入者線であった。最近では、インターネットなどいろいろな通信形態が増え、それに伴って、ISDN、ADSL、

FTTH、CATV、PHS、無線LANなど多様化が進んでいる。それらについて実際に使用されている例を挙げながら、学習

する。 

 

第9～10週 ： 移動体通信 

 携帯電話は、自動車に車載する移動式電話から発展し、携帯電話の第3世代と呼ばれるIMT-2000に至る技術の進歩

がある。この進展を技術的な観点から解説し、第4世代の携帯電話の動向について学習する。 

 

第11～12週 ： 携帯電話 

 携帯電話のデジタル化は時分割多元接続(TDMA)、符号分割多元接続(CDMA)の基本的な原理および、その相違につ

いて学習する。また、携帯電話のネットワークシステム、ハンドオーバー、位置登録、認証など携帯電話の接続シ

ステムについても学習する。 

 

第13週 ： システムの信頼性 

 現在、我々の身の回りで様々なシステムが稼働している。例えば、電気・水道・ガスといったライフラインも供

給システムがあるから生活が成り立っている。このようなシステムがストップすることなく利用できるよう、信頼

性の向上が求められている。ここでは、システムの信頼性について実例を挙げながら学習する。 

 

第14週 : ネットワークセキュリティ 

情報通信ネットワークが多様化するにつれ、様々なシステムの脆弱性や脅威が増えつつある。そこでネットワー

クをより安全に利用するための技術について学習する。 

 

 


